
　
―
新 聞 と ど う 関 わ っ て

き た か 聞 か せ て く だ さ い 。　
菊 池

　
新 聞 は 配 達 制 度 が

し っ か り し て い て 毎 日 、 届き ま す 。 最 初 に 勤 め た の は道 内 の へ き 地 校 で し た が 、情 報 が 不 足 し て い た 時 代 、社 会 科 の 教 員 と し て 、 教 科書 に 書 い て い る こ と だ け でな く 、 現 実 で 何 が 起 き て いる か を 子 供 た ち に 伝 え る 点で 役 立 ち ま し た 。　
田 中

　
父 が 短 期 大 学 の 教

員 で し た 。 家 で は 日 経 産 業新 聞 や 日 経 流 通 新 聞 を 交 互に 取 り 、 新 商 品 紹 介 の 記 事が と て も 面 白 か っ た で す 。ま た 短 歌 の 評 論 で 賞 を 取 った 直 後 か ら 北 海 道 新 聞 で 短歌 の 時 評 を 担 当 さ せ て も らい ま し た 。

2 0代 で す 。 新 聞

記 者 さ ん に 育 て て も ら っ たと い う 意 識 が あ り ま す 。　
文 学 館 館 長 の 立 場 か ら す

る と 、 三 浦 綾 子 さ ん は 朝 日新 聞 の 懸 賞 小 説 に 入 選 。 旭川 を 舞 台 に し た 「 氷 点 」 でデ ビ ュ ー し ま し た 。 作 品 は１ 年 間 ず っ と 朝 刊 に 載 り まし た 。 さ ら に 小 説 「 泥 流 地帯 」 は 北 海 道 新 聞 に 連 載 され ま し た 。 三 浦 文 学 を 語 るに は 新 聞 と い う 場 が と て も重 要 な 存 在 で す 。　
―
田 中 さ ん は 通 勤 中 で

も 新 聞 を 手 放 さ な い と 伺 って ま す が 。　
田 中

　
新 聞 が な い と 私 は

生 活 が で き な い ん で す 。 テレ ビ の な い 生 活 を も う

1 5年

間 送 っ て い ま す 。 見 た ら 面白 い の で 洗 脳 さ れ る よ う な危 機 感 が あ っ て … 。 だ か ら新 聞 、 ラ ジ オ が な い と ニ ュー ス は 一 切 分 か ら な い 状 態で す 。 ２ ０ １ １ 年 の 東 日 本

大 震 災 も 皆 が 知 っ て い る あの 津 波 映 像 が 全 く 分 か ら ずに い ま し た 。 ラ ジ オ で ま ず聞 き 、 朝 刊 が 届 い て 、 実 際の 被 害 状 況 を 知 り ま し た 。　
―
関 心 あ る 分 野 や 印 象

に 残 る 記 事 は あ り ま す か 。　
菊 池

　
国 際 面 に 関 心 が あ

り ま す ね 。 今 、 ア フ リ カ のコ ロ ナ っ て ど う な っ て い るん だ と か 、  （ 私 が 日 本 人 学校 の 教 師 で い た ） ス ペ イ ンも ち ょ っ と 大 変 そ う だ な と思 い な が ら 読 ん で い ま す 。　
田 中

　
私 は バ ッ ク パ ッ カ

ー 世 代 で す 。 ア ル バ イ ト をし て お 金 を た め た ら 海 外 旅行 に 出 か け ま し た 。 ア ジ アが 大 好 き な の で 、 行 き 先 は主 に ベ ト ナ ム や 中 国 で した 。 と こ ろ が 今 、 学 生 を 見る と 海 外 旅 行 に 行 く 気 配 がな い 。 も っ た い な い と 思 いま す ね 。 私 は 学 生 に 意 図 的に 海 外 の 記 事 を 読 ん で も らい ま す 。 日 本 を 知 る に は 海外 と い う 鏡 が な い と 見 え てこ な い か ら で す 。　
菊 池

　
中 高 生 の 時 期 に 、

海 外 の ニ ュ ー ス に 触 れ ら れる か ど う か で 、 そ の 後 の いろ ん な こ と に 影 響 す る か もし れ な い で す ね 。 生 徒 は 自分 と ゲ ー ム を す る 仲 間 さ えい れ ば そ れ で い い み た い な感 じ も あ り ま す 。 新 聞 を 取る 家 庭 は 減 っ て い る け ど 、ま だ 意 外 と 取 ら れ て い る 。う ま く 新 聞 に 興 味 を 持 っ てく れ た ら と 思 っ て い ま すが 、 Ｎ Ｉ Ｅ に 携 わ る 者 と して 歯 が ゆ い で す 。　
―
北 海 道 教 育 大 学 旭 川

学 校 教 育 に 情 報 通 信 技 術  （ Ｉ Ｃ Ｔ ）  が 急 速 に 普 及 す る 中 、 情 報 を 読 み 解 く 力 を 養
う 上 で 新 聞 の 役 割 は な お 大 き い 。  新 聞 を 取 り 巻 く 現 状 や 新 聞 を 教 材 に し た 教 育  （ ＮＩ Ｅ ） を 通 し て 、 新 聞 だ か ら こ そ で き る 学 び に つ い て 、 全 道 高 校 新 聞 コ ン ク ー ル審 査 委 員 長 の 経 験 も あ る 北 海 学 園 大 学 教 授 の 田 中 綾 さ ん  （ 三 浦 綾 子 記 念 文 学 館 館長 ）  と 中 学 校 教 諭 の 経 験 が 長 く 旭 川 市 内 の 校 長 を 務 め た 菊 池 安 吉 さ ん （ 北 海 道 ＮＩ Ｅ 推 進 協 議 会 会 長 ） に 語 り 合 っ て も ら っ た 。

（ 記 事 と 写 真 は 北 海 道 新 聞 社 提 供 ）
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校 で 教 え る こ と も あ り ま すね 。 同 じ で す か 。
　 菊 池

　 そ う で す ね 。 僕 が

新 聞 を 持 っ て 行 っ て 授 業 をや っ た ら 、 学 生 は ふ だ ん 新聞 を 読 ん で い な い だ け に 表情 が 新 鮮 で 食 い つ き も いい 。
　 ―

田 中 さ ん の 大 学 で は

ど う で し ょ う か 。
　 田 中

　 大 学 で 私 が ア ン ケ

ー ト を し た ん で す が 、 自 宅で 家 族 が 新 聞 購 読 し て い ると い う の が

5 3％ 。 と い う こ

と は 半 数 が も し か し た ら ほと ん ど 新 聞 に 出 合 わ な い で卒 業 し て い る か も し れ ない 。  「 氷 点 」 を 説 明 す る 際 、肝 心 の 「 新 聞 小 説 」 と い う言 葉 の 意 味 が 分 か ら な い 学生 が い ま す 。 夏 目 漱 石 は ほと ん ど が 新 聞 小 説 で 、 あ んな に す ご い 小 説 が 新 聞 に 発表 さ れ て い た わ け で す 。 松本 清 張 も そ う で す 。 そ う した 文 化 が な か な か 伝 わ ら ない こ と に 危 機 感 を 持 っ て いま す 。 小 中 学 校 で 新 聞 に 出合 う Ｎ Ｉ Ｅ の 必 要 性 を 実 感し ま す 。

　 ―
田 中 さ ん は 大 学 の ゼ

ミ で 新 聞 を 使 っ て い る と 聞い て い ま す 。
　 田 中

　 新 聞 記 事 を 読 ん で

発 想 を 得 て 短 編 小 説 を 書 いて も ら う と い う 試 み を 始 めま し た 。 学 生 に 新 聞 記 事 に出 合 っ て も ら う 一 つ の き っか け に な っ た か な と 思 い まし た 。 と て も 面 白 く 、 今 後も 続 け て い き ま す 。
　 ―

田 中 さ ん は ２ 年 間

（ ２ ０ １ ８ 、

1 9年 度 ）  、 全 道

高 校 新 聞 コ ン ク ー ル 審 査 委員 長 を 務 め ま し た 。
　 田 中

　 各 校 の 新 聞 の 完 成

度 が 高 く て び っ く り し ま した 。 具 体 的 な 学 校 名 を 挙 げ

る と 、 旭 川 工 業 高 は 本 当 に素 晴 ら し か っ た 。  「

1 8歳 選

挙 権 」 で 生 徒 は 投 票 に 行 った の か 、  行 か な か っ た の か 。円 グ ラ フ で 表 し 、 そ の 理 由を 述 べ る 。 調 べ る と （ 各 種選 挙 が 相 次 ぎ ） 当 初 は （ 投票 率 も ）  高 か っ た け れ ど も 、だ ん だ ん 下 が っ て い く 傾 向が 分 か り ま し た 。 高 校 生 の問 題 意 識 が よ く 描 け て い まし た 。 一 方 で 登 別 青 嶺 高 は通 学 で 使 う バ ス 停 が 夜 、 暗い の で 「 あ か り を つ け て くだ さ い 」  と 紙 面 化 し ま し た 。な ぜ 暗 い の か と い う こ と を行 政 な ど に 質 問 す る こ と から 始 ま っ た ん で す 。 同 じ バス 停 を 使 う 小 中 学 生 に も アン ケ ー ト し 、 住 民 の 話 を 聞

き １ 年 ほ ど で 外 灯 が つ き まし た 。 地 域 社 会 を 変 え た 明る い 記 事 の 紙 面 に は 審 査 員全 員 が 拍 手 し ま し た 。
　 ―

生 徒 た ち が 取 り 上 げ

て ま す が 、

1 8歳 選 挙 権 は や

は り 大 き な テ ー マ で す ね 。
　 菊 池

　 中 学 ３ 年 生 だ と 投

票 ま で あ と ３ 年 。

1 8歳 選 挙

権 を 得 た 時 に 、 選 ぶ 物 差 しを 持 て て い る の か 。 新 聞 を使 い 問 題 意 識 を 持 っ て も らう 。  教 育 大 学 で も 感 じ ま す 。多 く が 教 員 を 目 指 す な ら 、も う ち ょ っ と 問 題 意 識 を 持っ て ほ し い で す ね 。
　 田 中

　 お っ し ゃ る 通 り 。

1 8歳 で 投 票 し て も

1 9歳 か ら

投 票 率 が 落 ち る 。 社 会 が 変わ る わ け で も な い 。 手 応 えが な く 投 票 所 に 行 か な く な

る の か も 。 せ っ か く の 選 挙権 を 得 た の に 、 投 票 を し なけ れ ば 何 も 変 わ り ま せ ん 。
　 ―

メ デ ィ ア と し て 新 聞

だ け が 持 つ 特 徴 は 何 で す か

。

　 田 中

　 新 聞 で は ニ ュ ー ス

に 対 し 賛 成 反 対 の 意 見 を 出し ま す 。 多 く の 大 学 生 が ニュ ー ス を 見 て 済 ま す ネ ッ トな ど と は 違 い ま す 。 新 聞 紙面 で 異 な る 意 見 が 並 ぶ 中 、考 え る 材 料 に 使 え ま す 。 こう し た 両 論 併 記 の 欄 を 強 化

　 た な か ・ あ や 　 北 海 学 園 大 学 人 文 学 部
教 授 。 近 現 代 文 学 史 と 短 歌 の 創 作 指 導 が
専 門 。 歌 人 、 書 評 専 門 家 と し て も 活 躍 す
る 。1 9 9 5  年 に 現 代 短 歌 評 論 賞 受 賞 。 2 0 1 7
年 か ら 旭 川 市 の 三 浦 綾 子 記 念 文 学 館 館
長 。 北 海 道 新 聞 で 「 新 ・ 北 の う た 暦 （ こ
よ み ） 」 を 執 筆 、 「 書 棚 か ら 歌 を 」 も 連 載
中 。 「 非 国 民 文 学 論 」「 権 力 と 抒 情 詩 」 な
ど 著 書 や 共 著 多 数 。 北 海 道 大 学 文 学 部 卒
業 。 札 幌 市 出 身 。 5 1 歳

り 、 政 治 や 社 会 問 題 に つ い て 自 ら 考 え 判

断 し 、 行 動 す る た め の 力 を 養 う 主 権 者 教

育 の 重 要 性 が 増 し た 。 高 校 で 2 2 年 度 か ら

段 階 的 に 施 行 さ れ る 新 学 習 指 導 要 領 で 、

主 権 者 教 育 を 取 り 入 れ た 「 公 共 」 が 必

修 科 目 と し て 新 設 さ れ た 。 1 8 歳 選 挙 権 が

国 政 選 挙 で 初 め て 導 入 さ れ た 1 6 年 参 院 選

で 、 道 内 の 1 8 、 1 9 歳 の 投 票 率 は 4 3. 3 8 ％ 。

道 内 の 全 体 平 均 を 1 0 ㌽ 以 上 も 下 回 っ た 。

ま た 、 成 人 年 齢 は 2 2 年 ４ 月 か ら 1 8 歳 に 引

き 下 げ ら れ る 。

全 道 高 校 新 聞 コ ン ク ー ル 　 道 内 の 高 校

新 聞 部 （ 局 ） の 活 動 の 広 が り と 紙 面 内 容

の 向 上 を 目 指 し 、 1 9 5 7 年 度 か ら 高 文 連 が

主 催 す る 。 7 5 年 度 か ら 北 海 道 新 聞 社 と 共

催 。 外 注 の 写 真 技 術 を 使 っ て 印 字 す る 「 写

植 」 と 「 手 書 き ・ ワ ー プ ロ 」 の ２ 部 門 が あ

る 。 当 初 は 1 0 0 校 を 超 す 参 加 が あ っ た が 、

近 年 は 5 0 校 ほ ど が 出 品 。 大 学 教 授 や 高 校

新 聞 の 指 導 教 諭 ら が 審 査 し 、 両 部 門 と も

総 合 賞 、 優 秀 賞 な ど を 表 彰 す る 。

菊 池 さ ん

「

1 8歳 選 挙 権 」  意 識 育 て る

田 中 さ ん

「 両 論 併 記 」  討 論 の 素 材 に
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し て も い い の で は な い で しょ う か 。
　 ―

菊 池 さ ん は ど う お 考

え で す か 。
　 菊 池

　 紙 媒 体 の 良 さ は 一

覧 性 。 広 げ て 読 む と 、 紙 面の 隅 の 意 外 な 記 事 に 出 合 えま す 。 し か も 新 聞 社 は チ ェッ ク 機 能 に 優 れ 、 記 事 に 信頼 性 が あ る 。 自 分 の 興 味 関心 だ け で 検 索 す る ネ ッ ト の情 報 は 玉 石 混 交 。 情 報 を 見極 め る メ デ ィ ア リ テ ラ シ ーを 育 て る 大 切 さ を 痛 切 に 感じ ま す 。
　 田 中

　 大 学 生 で 新 聞 を 読

み 始 め る の で は 遅 い と 感 じま す 。 中 学 高 校 で し っ か りや ら な い と 。 新 聞 は デ ィ ベー ト （ 討 論 ） の 素 材 に な りま す 。  対 比 し た 意 見 を 読 み 、ど っ ち に 自 分 が 近 い か を 考え る こ と に 新 聞 が 使 え る 。１ 年 生 の 基 礎 ゼ ミ な ど で ディ ベ ー ト を 行 う 大 学 も あ りま す 。 中 学 高 校 で も デ ィ ベー ト の 授 業 を 体 験 す る 。 教育 現 場 で 新 聞 を 使 っ た メ ディ ア リ テ ラ シ ー 、 デ ィ ベ ート の 両 方 を 体 験 す る の が 望

ま し い で し ょ う 。
　 菊 池

　 大 人 も そ う で す

が 、 子 供 た ち は 自 分 が こ うだ と 考 え た 意 見 や 視 点 で 同じ 意 見 ば か り 見 た が る 。 そう じ ゃ な い 意 見 も あ る よ と教 え 、 見 せ て 考 え さ せ て いか な い と バ ラ ン ス が 悪 い 。
　 田 中

　 コ ロ ナ ウ イ ル ス で

さ え 、 多 く の 臆 測 を 生 み 出す 陰 謀 論 的 な 話 題 に 若 い 人は つ ら れ が ち で す 。 怖 い です 。 私 が 期 待 し て い る の はも っ と 身 近 な 地 域 に 配 慮 した 記 事 で す ね 。
　 ―

文 学 館 は 上 富 良 野 町

と 「 泥 流 地 帯 」 の 映 画 化 を進 め て い て 、 北 海 道 新 聞 の

富 良 野 地 域 面 で 「  『 泥 流 地帯 』 を 映 画 に し よ う 」 と いう タ イ ト ル の 記 事 が よ く 取り 上 げ ら れ て い ま す 。
　 田 中

　 「 泥 流 地 帯 」 は 大

正 泥 流 を 主 題 に し た か な りの 長 編 な の で 、 文 学 館 が 短く し 、 朗 読 劇 に し ま し た 。上 富 良 野 高 の 生 徒 ら ５ 人 が登 場 し 、 こ の 文 学 館 で 朗 読し ま し た 。 そ の こ と が 富 良野 の 地 域 面 で 取 り 上 げ ら れて 、 上 富 良 野 の 中 学 生 が 地域 の 歴 史 を 知 り 、 そ れ を 手が か り に ま た 記 事 に な る 。地 域 の こ と を 深 め る 機 会 にな っ て い ま す 。 上 富 良 野 町は 防 災 教 育 に 力 を 入 れ て いま す し ね 。
　 菊 池

　 防 災 教 育 は 今 後 の

重 点 テ ー マ の 一 つ で す 。
　 ―

記 事 が 地 域 学 習 に 役

立 ち ま す か 。
　 田 中

　 新 聞 は 文 学 館 と 上

富 良 野 町 を つ な ぐ 役 割 が 確実 に あ り ま す 。 映 画 撮 影 のロ ケ は 当 初 の 今 夏 か ら は 延期 に な り ま す が 、 新 聞 記 事を 子 供 た ち に 読 ん で も ら えた ら 「 こ ん な す ご い と こ ろに 住 ん で い る ん だ 」 と 郷 土の 誇 り に な り ま す よ 。
　 菊 池

　 北 海 道 は 広 い か ら

全 道 面 だ け で な く 、 地 域 面の 記 事 は 、 例 え ば 小 学 校 高学 年 と か 中 学 生 が 総 合 的 な学 習 で 地 域 の 産 業 を 学 ぶ など 何 に で も 、 使 い や す い と思 う 。 そ れ は 強 み で す ね 。
　 ―

コ ロ ナ 禍 で 学 校 の 風

景 は ど う 変 わ り ま し た か 。

　 田 中

　 オ ン ラ イ ン 化 は 定

着 し ま し た ね 。 授 業 や ゼ ミも オ ン ラ イ ン 会 議 シ ス テ ムで で き て し ま い 、 そ れ が 日常 に な り ま し た 。 通 勤 、 通学 の 回 数 も 減 り 自 宅 で 学 習が で き ま す 。 教 員 も 学 生 に対 し デ ー タ ベ ー ス （ Ｄ Ｂ ）な ど を 推 奨 し ま す 。 ネ ッ トで 検 索 や 閲 覧 が で き る 資 料の 宝 庫 ・ 国 会 図 書 館 デ ジ タル コ レ ク シ ョ ン を 活 用 す る機 会 も 増 え ま し た 。

三 浦 綾 子 （ 1 9 2 2  ～ 9 9 年 ） 　 作 家 。 若 い

こ ろ か ら 数 々 の 病 気 を 乗 り 越 え 、 キ リ ス

ト 者 の 信 念 に 基 づ い て 「 い か に 生 き る か 」

を 問 う 「 光 と 愛 と い の ち の 文 学 」 を 築 い

た 。 1 9 6 4 年 に 朝 日 新 聞 の 一 千 万 円 懸 賞 小

説 で 、 人 間 の 原 罪 を テ ー マ に し た 「 氷 点 」

が 入 選 し 、 本 格 的 に 作 家 活 動 を 始 め た 。

歌 人 で も あ る 夫 の 光 世 さ ん が 常 に 寄 り 添

う 〝 二 人 三 脚 〟 の 夫 婦 愛 で 知 ら れ た 。 出

身 の 旭 川 市 に 「 三 浦 綾 子 記 念 文 学 館 」 が

あ る 。 「 塩 狩 峠 」 「 銃 口 」 な ど 著 書 多 数 。

7 0 年 代 、 北 海 道 新 聞 日 曜 版 に 掲 載 さ れ た

「 泥 流 地 帯 」 「 続 泥 流 地 帯 」 は 、 2 6 年 （ 大

正 1 5 年 ） ５ 月 2 4 日 に 起 き た 十 勝 岳 大 噴 火

を 取 り 上 げ 、 「 大 正 泥 流 」 に よ る 上 富 良 野

町 内 で の 死 者 ・ 行 方 不 明 者 1 3 7 人 の 惨 事 と

そ の 復 興 を 描 い た 。

1 8 歳 選 挙 権 　 少 子 高 齢 化 や 人 口 減 な ど

か ら 、 次 代 を 担 う 若 者 に 社 会 の 担 い 手 で

あ る 意 識 を 持 た せ る こ と な ど を 目 的 に 、

2 0 1 6 年 に 選 挙 権 年 齢 が 引 き 下 げ ら れ た 。

高 ３ 生 の 一 部 が 選 挙 権 を 持 つ こ と に な

　 き く ち ・ や す よ し 　 中 学 社 会 科 教 諭 。
1 9 8 0  年 釧 路 管 内 標 茶 町 ・ 上 御 卒 別 小 中
学 校 で 教 員 生 活 を 始 め る 。 旭 川 中 、 士 別
中 で も 校 長 を 務 め 、 旭 川 ・ 神 居 東 中 校 長
で 定 年 を 迎 え る 。 9 4  年 か ら ３ 年 間 、 ス
ペ イ ン ・ バ ル セ ロ ナ の 日 本 人 学 校 に 教 諭
と し て 派 遣 さ れ た 。 2 0 1 8  年 か ら 再 任 用
で 旭 川 ・ 東 光 中 教 諭 。 1 9 年 か ら 北 海 道
Ｎ Ｉ Ｅ 推 進 協 議 会 会 長 。 北 海 道 教 育 大 旭
川 校 卒 業 。 上 川 管 内 美 瑛 町 出 身 。 6 3  歳

菊 池 さ ん
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―
そ こ に 新 聞 が ど う い

う ふ う に 関 わ れ ば い い で しょ か 。　
田 中

　
新 聞 紙 面 に Ｑ Ｒ コ

ー ド を 見 か け ま す が 、 あ れは 重 要 で す 。 今 、 み ん な スマ ホ を 持 っ て い る の で 、 読み 取 っ て 、 ウ ェ ブ サ イ ト の情 報 を 見 て も っ と 詳 し く ニュ ー ス を 知 る こ と が で きる 。 小 学 校 の 教 科 書 に も ＱＲ コ ー ド が 付 い て ま す ね 。　
菊 池

　
中 学 校 の 教 科 書 に

も つ い て い ま す 。　
田 中

　
中 学 校 も で す か 。

　
菊 池

　
去 年 か ら 小 学 校 、

今 年 か ら 中 学 校 。 教 科 書 が変 わ り ま し た 。　
田 中

　
私 も 、 講 義 資 料 に

い く つ も Ｑ Ｒ コ ー ド を つ けて リ ン ク を 張 っ て 、 国 会 図書 館 な ど に つ な げ て い ま す

。

新 聞 で も Ｑ Ｒ コ ー ド で 紙 面プ ラ ス ア ル フ ァ の 情 報 が 入る と 実 践 的 だ と 思 い ま す 。　
―
新 聞 社 の デ ジ タ ル ツ

ー ル は 電 子 版 の 他 に も あ りま す 。 デ ー タ ベ ー ス は 広 く知 ら れ て い ま す か ？　
田 中

　
大 学 で は １ 年 生 に

図 書 館 の 使 い 方 を 伝 え る とき に 、 デ ジ タ ル の 新 聞 複 数紙 と リ ン ク さ せ 、 気 に な った 記 事 の 感 想 文 を リ ポ ー トと し て 課 し て い ま す 。 図 書館 と 新 聞 は 今 後 さ ら に 、 結び つ き を 強 く し て い く と いい で し ょ う ね 。　
菊 池

　
そ う で す ね 。 今 回

の 全 国 大 会 も 「 学 校 図 書 館と Ｎ Ｉ Ｅ 」 の プ ロ グ ラ ム があ り ま す 。 北 海 道 は 図 書 館司 書 が す ご く 頑 張 っ て い ます 。 子 供 た ち に 図 書 館 の 本も 読 ん で ほ し い ん だ け ど 、

新 聞 記 事 も 上 手 に 見 て も らう よ う な 工 夫 を 懸 命 に や って く れ て い る ん で す よ ね 。　
―
図 書 館 司 書 の サ ポ ー

ト が あ る と 、 い ろ ん な 学 びの 可 能 性 が 増 え ま す ね 。　
菊 池

　
将 来 的 に は 図 書 館

を 拠 点 に 調 べ 学 習 に つ な げる 形 が 整 っ て く れ れ ば い いん で す が 、 ま だ ま だ 入 り 口で す ね 。

2 0年 ほ ど 前 、 道 教

委 の 教 育 視 察 で 米 国 テ キ サス へ 行 き 、 学 校 図 書 館 を 見学 し ま し た 。 図 書 館 に は 普通 に パ ソ コ ン が 置 か れ 、 司書 が 「 こ こ か ら 調 べ 学 習 がで き る ん で す よ 」 と 言 っ てい ま し た 。 日 本 は ま だ そ んな 考 え が 、 み じ ん も な か った 時 代 で す 。 驚 き ま し た 。　
田 中

　
米 国 は 日 本 と 比 べ

て 、 電 子 デ ー タ を 保 存 し たデ ジ タ ル ア ー カ イ ブ に 対 する 意 識 が 全 然 違 い ま す ね 。資 料 は 重 要 。 情 報 こ そ 国 民に 真 理 を 与 え る と い う 意 識が 高 い 。　
菊 池

　
図 書 館 に 新 聞 も 配

備 さ れ て い た ん で す よ 。 棚に 置 か れ た 新 聞 に 、 僕 は びっ く り し ま し た 。　
田 中

　
北 海 学 園 大 学 に 図

書 館 学 課 程 が あ り 、 私 の 教え 子 も 司 書 と し て 道 内 で 働い て い ま す 。 司 書 の 役 割 が

変 わ っ た こ と は 現 場 の 人 たち が 分 か っ て ま す ね 。 従 来は 本 の 貸 し 出 し が も っ ぱ らで し た が 、 今 は 情 報 の 集 め方 、 出 し 入 れ の 仕 方 、 そ れを 伝 え る の が 一 番 大 き な 役割 で す 。 新 聞 の 効 果 的 な 使い 方 は 、 司 書 こ そ 詳 し い ので は な い で し ょ う か 。　
菊 池

　
新 聞 を 絡 め て 図 書

館 司 書 の 人 と 、 国 語 の 先 生や 社 会 科 、 理 科 の 先 生 が 連携 し こ ん な 記 事 な い ？

　
と

か 、 科 学 は こ ん な 記 事 が 欲し い ん だ け ど っ て 相 談 に 乗っ て く れ た ら 、 新 聞 記 事 がさ ら に 効 果 的 に 使 え ま す 。　
―
今 大 会 の ス ロ ー ガ ン

は 「 新 し い 学 び を 創 る Ｎ ＩＥ ～ 家 庭 、 教 室 、 地 域 を むす ぶ ～ 」  。 新 し い 学 び っ て 、ど う い う 学 び だ と お 考 え です か ？　
田 中

　
国 内 の 大 学 全 体 を

見 る と 、 教 養 部 が 廃 止 に なっ て か ら 非 常 に 弊 害 が あ るん で す ね 。 １ 、 ２ 年 生 で しっ か り と 一 般 教 養 を 身 に つけ る こ と が な く な っ た た め自 分 の 領 域 し か 関 心 が な くな っ て い る ん で す 。 新 聞 を一 面 か ら 最 後 ま で 全 部 読 む作 業 を １ 年 生 く ら い か ら 身に 付 け て ほ し い 。 で も 新 聞を 意 識 す る の は 就 活 を 目 前

に し た 、 ３ 年 の 後 期 と か です ね 。 大 学 の 授 業 で も 、 新聞 を も っ と 活 用 し な け れ ばと 思 い ま す 。　
―
菊 池 さ ん は 、 Ｎ Ｉ Ｅ

の 最 前 線 に 立 っ て い ま すが 、 大 会 で 北 海 道 ら し さ をど う い う ふ う に 発 信 す る ので し ょ う か 。　
菊 池

　
北 海 道 内 の み な ら

ず 、 ア イ ヌ の 人 た ち の 文 化や 権 利 を 、 ど う や っ て 授 業化 す る か と い う の は 大 事 にし た い ポ イ ン ト な ん で す よね 。 テ レ ビ の 情 報 番 組 で 差別 発 言 が あ っ た 現 実 を 考 える と 、 丁 寧 に 中 学 、 高 校 時代 に 人 権 も 含 め て 学 ぶ こ とが 大 事 で す 。 そ の 授 業 を 積み 重 ね た 成 果 も 大 会 で 発 表さ れ ま す 。　
ま た 北 海 道 の 食 と か 、 北

海 道 ら し さ と い う も の を 思い っ き り ア ピ ー ル し 、 特 別分 科 会 で 取 り 組 む 日 本 遺 産「 炭 鉄 港 」 も 北 海 道 の 歴 史 、記 憶 に 関 わ っ て い る の で 、そ れ は 大 事 に し て い き た いで す ね 。　
授 業 で 新 聞 を 使 っ て い る

支 援 学 級 に つ い て も 発 表 の場 面 が あ る ん で す け れ ど 、も っ と 広 ま っ て ほ し い で すね 。 で か い 北 海 道 、 い ろ んな 地 域 か ら 本 当 に オ ー ル 北海 道 で と い う か 、 い ろ ん な実 践 者 が い る こ と を 積 極 的に 発 信 し た い で す ね 。

菊 池 さ ん

  将 来 は 調 べ 学 習 の 拠 点 に

田 中 さ ん
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